




（２）市街地新規事業区捕獲コーディネーター業務

市街地におけるキョンの根絶は、様々な課題や制約があるため、根絶の捕獲手

法が確立されていない。市街地はいかに低密度化させられるかが喫緊の課題で

あり、制約の多い中で選択できる捕獲手法を組み合わせ、効果的に捕獲を進め

ることが重要となる。

捕獲コーディネーターとして、キョンの行動圏や捕獲作業の効率化を考慮し、

誘導柵及びわなの設置計画案を立案した。立案の際には、他の事業で設置され

た防除柵を有効活用し、コストの削減及び施工時期の前倒しができるよう、誘導

柵の設計を行った。また、効果的に捕獲を進めるため、地元事業者への技術的

助言も実施した。

写真 キョン探索犬

（１）キョン防除事業

地形や植生に柔軟に対応しながら高い捕獲効率を維持しており、効果的に低密

度化ができ、一部地域では一時的根絶も達成している。人材育成に関しても、地

域で活躍できるような捕獲従事者が育っている。

■ 事業の成果
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（２）市街地新規事業区捕獲コーディネーター業務

市街地においてキョンの生息密度を低下させるには、繁殖力を上回る捕獲圧

をかけることと、外部からの流入を少なくすることが重要であった。そこで、現

地調査を実施しキョンの利用頻度の高い場所や外部との出入が多い場所を抽出

した。それらの調査結果を踏まえ、外部との出入りを防ぎつつ、キョンの行動圏

等を踏まえ効果的に捕獲できる場所にキョンを誘導するための誘導柵及びわな

の設置案を作成した。また、地元の捕獲業者に対して、調査状況の共有を行い、

効果的な捕獲手法について現地で指導を行った。

市街地における捕獲事業は、地元からの理解が得られないと進まない事業で

あり、各関係機関との調整も密に行う必要があった。特に地元の方々の意見は

重要であり優先すべきものである。根絶という目標を達成するためには、少な

からず協力を仰ぐことも必要となるため、今後ともコーディネーターとして、地

元からの理解を得られる方法で継続していきたい。
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